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情
報
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
町
が
保
管
し
て
い
る
郷
土
芸
術
家
の
作
品

　
展
示
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ
た
い
。 

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
、
設
備
面
で
不
足
し
て
い
る
も
の
は
計
画
的
に
進
め

　
る
よ
う
指
示
す
る
。
ま
た
、
給
食
の
食
べ
残
し
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
給
食
残
渣
を

　
減
ら
す
た
め
の
工
夫
改
善
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。 

■
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
に
20
万
円
の
上
乗
せ
補
助
に
つ

　
い
て
、
住
民
の
方
へ
の
広
報
等
に
よ
る
周
知
の
徹
底
を
図
り
、
設
置
替
え
の
促
進
を
強
く

　
要
望
す
る
。
ま
た
、
維
持
管
理
費
の
個
人
へ
の
軽
減
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。 

■
道
の
駅
の
施
設
使
用
料
な
ど
の
料
金
設
定
等
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
今
後
の
十
分
な
検
討
を

　
要
望
す
る
。 

■
循
環
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
指
定
管
理
者
に
委
託
し
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
順
調
に
稼
働
し
て

　
い
る
。
町
の
職
員
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
こ
ま
で
関
係
し
て
い
く
か
は
、
今
後
検
討
の

　
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。 

■
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売
所
に
つ
い
て
は
別
途
経
営
者
が
運
営
、
周
辺

　
農
地
に
つ
い
て
も
別
途
管
理
者
が
い
る
、
指
定
管
理
者
は
、
施
設
（
公
園
、
ト
イ
レ
、
案

　
内
所
）
の
維
持
管
理
及
び
全
体
の
環
境
整
備
、
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
等
が
主
な
も
の
と
な
る
初
年
度
で
あ
り
、
今
後
十
分
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

　
　
ま
た
、
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
駅
長
の
配
置
、
２
年
間
だ
け
の
補
助
事
業
に
よ
る
２

　
名
の
雇
用
な
ど
、
こ
の
間
に
全
体
の
管
理
計
画
を
作
成
さ
れ
、
費
用
対
効
果
等
十
分
検
討

　
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
主
旨
に
沿
い
、
他
の
道
の
駅
の
管
理
状
況
等
参
考

　
に
管
理
運
営
を
適
切
に
行
わ
れ
た
い
。 

     

審
査
報
告（
概
要
）　
　
委

員

長
　
菰
方
　
重
義 

副
委
員
長
　
近
藤
　
純
久 

委
　
　
員
　
中
島
　
藤
美 

中
ノ
森
愼
一 

■
大
木
町
農
産
物
加
工
促
進
事
業
及
び
活
力
あ
る
高
収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事
業
の
ト
マ
ト

　
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
の
農
産
物
直
売
所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
出
荷

　
さ
れ
る
特
産
品
の
生
産
振
興
、
地
域
特
産
加
工
品
の
創
出
に
か
か
る
施
設
整
備
に
一
定
の

　
補
助
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
直
売
所
等
の
成
功
に
向
け
積
極
的
な
推
進
を
さ
れ

　
た
い
。 

■
農
業
、
商
工
業
の
振
興
・
活
性
化
及
び
ク
リ
ー
ク
、
道
路
等
住
環
境
の
改
善
は
大
木
町
の

　
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
中
、
最
小
限
の
費
用
で
最
大
の
効
果

　
を
発
揮
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

主 要 な 内 容 
歳　　　入 

① 町税は景気の低迷により、町民税、固定資産税ともに減少 

 　…………………………………………………４９９０万円減額 

② 子ども手当負担金……………………………２億１５２２万円 

③ 特用林産物活用施設整備交付金…………………………６億円 

④ 繰入金 

 　　・財政調整基金から………………………１億３０００万円 

 　　・公共施設整備基金から………………………３０００万円 

 　　・図書資料購入に充てるため芸術文化振興基金から 

 　　　…………………………………………………１０００万円 

⑤ 町債 

 　　・臨時財政対策債…………………………３億３０００万円 

 　　・国営筑後川下流土地改良事業負担金支払い利子の軽減を 

 　　　図るための繰上償還のための借入 

 　　　……………………………………………７億６０５０万円 

 

科　目 予算額 前年対比 

町　　税 

地方交付税 

県支出金 

国庫支出金 

繰 入 金  

町　　債 

そ の 他  

合　　計 

（注）△はマイナス 

１２億６２９９万円 

１２億７０００万円 

１０億１４２５万円 

４億２３７７万円 

１億７０００万円 

１１億５１０万円 

５億６９８９万円 

５８億１６００万円 

△3.8％ 

5.0％ 

84.4％ 

89.2％ 

△19.0％ 

135.6％ 

0.1％ 

28.0％ 

３ 月 定例会 
regular  meeting

平成22年３月定例会は、平成22年度一般

会計予算、特別会計予算については、３つ

の特別委員会を設置し、ほか補正予算、条

例制定・改正など27議案について、慎重

に審議した結果、いずれも可決しました。 
事務事業の見直しを徹底、事業の選択と集中で財源の効率 
的、効果的な活用を図り、魅力あるまちづくりの推進！！ 
 

平成22年度 平成22年度 前年度対比　12億7100万円の増 前年度対比　12億7100万円の増 

一般会計 58億 1600万円 

第
３
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
建
設
経
済
常
任
委
員
会
） 

繰上償還8億4501万円が含まれる 
 償還が始まる国営土地改良事業負担金 
 支払い利子の軽減を図るため （　　　　　　　　　　　　　　　　　） 


